
枕 崎 市 立 別 府 中 学 校
平 成 ３ １ 年 ３ 月 ７ 日

最 近 の ３ つ の 活 動 を 紹 介 し ま す ！

家 庭 教 育 学 級 閉 講 式 学 校 保 健 委 員 会 学 級 P T A

た く さ ん の 受 賞 お め で と う ！

◆ 枕 崎 市 新 春 ラ ン キ ン グ 卓 球 大 会
女 子 ダ ブ ル ス の 部
板 敷 涼 香 さ ん ・ 長 野 ハ ン ナ さ ん（ 1位 ）
俵 積 田 希 々 さ ん ・ 臼 井 七 海 さ ん（ 3位 ）

◆ 体 力 ア ッ プ ！ チ ャ レ ン ジ か ご し ま
長 縄 エ イ ト マ ン （ 県 第 4位 ）
別 府 中 1年 生

※ そ の 他 ， 今 年 度 検 定
◆ 漢 検 合 格 1 4名
◆ 英 検 合 格 1 7名
◆ 数 検 合 格 2名

外 国 の 方 か ら 見 て ， 日 本 文 化 の 不 思 議 の 一 つ
に 「 日 本 の 新 年 度 は な ぜ 4 月 な の か ？ 」 と い う
の が あ り ま す 。 こ こ で は 起 源 や 理 由 は 省 き ま す
が ， 我 々 日 本 人 に と っ て の ３ 月 は 「 一 年 間 の 締
め く く り 」 で あ り 「 卒 業 ・ 進 学 」「 別 れ と 出 逢
い 」 の 季 節 で あ る こ と は 間 違 い あ り ま せ ん 。 よ
っ て 「 桜 の 季 節 」 イ コ ー ル せ つ な い イ メ ー ジ を
持 っ て し ま う の で し ょ う 。 新 年 度 を 控 え ， さ ら
に 平 成 も 終 了 直 前 と ， 皆 さ ん 悲
喜 こ も ご も の こ と と 察 し ま す 。
学 校 だ よ り 平 成 3 0 年 度 最 終 号

は ， 焼 け 野 原 の 敗 戦 国 だ っ た こ
の 日 本 を ， こ こ ま で 豊 か に し た
一 人 「 経 営 の 神 様 」 松 下 幸 之 助
さ ん の 言 葉 を 贈 る こ と と し ま す 。

人 と 比 較 し て 劣 っ て い る と い っ て も
決 し て 恥 じ る こ と で は な い 。
け れ ど も
去 年 の 自 分 と 今 年 の 自 分 と を 比 較 し て
も し も 今 年 が 劣 っ て い る と し た ら
そ れ こ そ 恥 ず べ き こ と で あ る 。

4 月 か ら ， そ れ ぞ れ の 新 し い 環 境 で 心 機 一 転
し て い け る よ う ， お お い に 自 分 を 振 り 返 る こ と
と し ま し ょ う 。 学 校 だ よ り 「 別 府 ゆ う き く ん 」
の 一 年 間 の ご 愛 読 ， 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

体 育 館 階 段 修 繕 と 図 書 寄 付 に 感 謝 で す ！

W e ｌ ｏ ｖ ｅ Ｍ ａ ｋ ｕ ｒ ａ ｚ ａ ｋ ｉ

ホ ー ム ペ ー ジ に も 載 せ て
い ま す が ， 体 育 館 階 段 を 修
繕 し て 頂 き ま し た 。 卒 業 式
を 前 に 新 品 の よ う に 美 し く
な り ま し た 。 保 護 者 の 下 山
広 信 さ ん と 栗 野 弘 さ ん ， あ
り が と う ご ざ い ま し た 。
ま た ， 平 成 1 1 年 か ら 学 校

図 書 館 に 積 山 文 庫 と し て 図
書 の 寄 贈 を 頂 い て い る 積 山
武 光 さ ん か ら ， 今 年 も 御 寄
付 を 頂 き ま し た 。 合 わ せ て
御 礼 申 し 上 げ ま す 。

～卒業・進学，進級を控え

総仕上げと新年度の準備の時～
校長 立山佳人

早いもので，今年度も残すところ二週間ほどとなりま

した。保護者の皆様方には，今年度も本校の教育活動に

対し御理解と御協力をいただきましてありがとうござい

ました。

一年間を振り返ってみますと，生徒たちもいろんな教

育活動に一生懸命取り組んでくれ，日々成長してくれた

のではないかと思います。「順風満帆」という諺もあり

ますが，なかなか思い通りにいくことはないかもしれま

せん。なにがしかの壁があり，その壁を乗り越えていか

なければなりません。一人で立ち向かうのではなく，保

護者の方に相談したり，先生方から助言をもらったりし

て，自らの路を切り拓いていくものです。子どもたちは

自分のあるべき姿を考え，保護者の方々はどう関わって

いくことがいいのか考えてもらい，子どもたちがよりよ

い方向に一歩一歩着実に進んでいってもらいたいもので

す。

さて，１８名の中学３年生は義務教育を終え，希望す

る進路へ新たな一歩を踏み出す大事な時期となります。

３月３１日まで別府中学校生として，最後の締めくくり

をきちんとした形で終えられるよう生活して欲しいと思

います。

また，他学年は進級に向けて，今の学年での学習面や

生活面の総仕上げに取り組ん

でいます。しっかりと取り組

み，４月からの新しいスター

トにつなげていきましよう。

御家庭でも総仕上げと準備の

大事なこの時期，親子でこれ

からの生活や将来のことなど

について話題にしていただけ

たらと思います。

３月中旬～４月の行事予定
3/12（火）卒業式予行・同窓会入会式・卒業式準備

3/13（水）第 72 回卒業式

3/14（木）公立高校入試合格発表

3/15（金）市民あいさつ運動

3/22（金）別府小卒業式

3/24（日）べっぷ里山こども園卒園式

3/25（月）修了式・小中PTA公連合同送別会

3/27（水）辞任式

4/ 8（月）新任式・始業式・入学式準備・（※弁当持参）

第 73回入学式・入学式片付け

4/ 9（火）身体測定・視力検査・聴力検査・（※給食開始）

学校生活オリエンテーション・新入生を迎える会

4/10（水）知能検査（１･3 年）・AAI（2 年）・標準学力検査

4/11（木）標準学力検査・進路適性検査（2年）

4/12（金）心臓検診

枕崎で「攻めの農林水産業」を目指そう！枕崎で「攻めの農林水産業」を目指そう！
◆ 3 ／ 6（水）に，2 年生が職場見

学（港湾浚渫工事：こうわんしゅ

んせつこうじ）に行きました。

浚渫とは，船舶が安全に航海でき

るように，港湾の底面をさらって

土砂を取り去る土木工事のことで

す。綺麗な海環境を創造することは，地元枕崎の水産業に

とって，大変重要な仕事です。

◆ 3 ／ 7（木）に，1 年生が農業体

験学習に行きました。たくさんの

作業を積み重ねてようやく収穫に

たどり着くわけですが，その収穫

の喜びを分かち合う瞬間に立ち会

わせてもらいました。別府校区は

お茶とともに多種の野菜生産も盛んです。

◆今回，枕崎の基幹産業である農業と水産業関係を学びまし

た。食農は私たちの食料安定供給ばかりでなく，故郷の環

境保全や地方活性化に大きな役割を果たします。

今後，社会構造が変わったとしても，ぜひ皆さんの世代で，

成長産業につなげる努力をし続けて欲しいと願います。

枕崎市立別府中学校 学校だより

別府ゆうきくん


